






































 

 

 

第３章 

基本計画 

（総論） 
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本市は一人ひとりが笑顔で幸せを実感できるまち「あなたが笑い わたしも笑う 幸せが

生まれるまち」を将来像として掲げています。将来像の実現に向けて、基本計画全体の目標と

して、「幸せの指標『幸福度』７.０」を２０３７年の目標値として掲げます。 

基本計画では、６つの「将来像を実現するために大切にしたい姿勢（分野ごとの政策）」に

基づき、14 の基本目標を整理しています。それぞれの基本目標では、市民や事業者のみなさ

んとの対話を踏まえ、「幸せが生まれる２０３７年の米原の姿」、「幸せが生まれるみんなの取

り組み」、市民の「暮らしやすさ」と「幸福感（ウェルビーイング Well-being）」を数値化・

可視化する「目標数値」をまとめています。市民・事業者・行政が想いを共有し、取り組んで

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※「幸せの指標『幸福度』」は、0～10 点で評価する指標で、7点を超えると高い水準です。 

１.基本計画の考え方 

幸せの指標（令和 19 年（2037 年）） 

幸福度 

7.0 
現状値：6.8 

（令和 7 年（2025 年）調査） 
〔参考〕全国平均 6.4 
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２.計画の体系図 
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基本目標（幸せが生まれる２０３７年の米原の姿） 

① こども・若者 ② 教育 ③ 人権 

④ 福祉 ⑤ 健康・医療 ⑥ 防災・安全 

⑦ 自然・環境 ⑧ エネルギーシフト 

⑨ 産業 ⑩ 経済 

⑪ 暮らしの拠点 ⑫ 持続可能な都市基盤 

⑬ 協働 ⑭ 地域経営 

こども・子育て/若者応援 

就学前・学校教育/ 

学校・家庭・地域連携/生涯学習/ 

歴史文化/ スポーツ 

人権/多様性・多文化 

共に生きる社会/ 

困りごと・ひきこもりの支援/ 

高齢者/障がいのある人 

健康づくり/医療 防災/消防/交通安全/防犯 

山とみどり再生/自然環境/生活環境・リサイクル 再生可能エネルギー/脱炭素未来投資 

ものづくり・商業/起業・複業/農林水産業 観光/働く/選ばれるまち/空家対策 

米原駅周辺まちづくり/身近な拠点 都市計画/交通/道路/水 

つながり/ 

地域コミュニティ/新たな支え合いの仕組み 

財政/行政/連携/公共施設マネジメント/ 

報（しら）せる・聴（き）く 

こどもや若者が 

自分らしく挑戦できる環境があり、 
地域に元気と希望が広がっている 

学びあいが身近にあり、一人ひとりが 

地域の未来をつないでいる 

違いを尊重し合う気持ちが広がり、 

みんなが自分らしく輝いている 

地域のつながりの中で 

支え合いが広がり、誰もが心豊かに 
安心して暮らしている 

健康な暮らしが生活に根づき、 

誰もがいきいきとした 

毎日を重ねている 

一人ひとりの備えと 

地域の助け合いによって、 

命と暮らしが守られている 

山の豊かさや水の清らかさが守り育てられ、 

自然を大切にする暮らしが広がっている 

地球にやさしい取り組みが未来への活力を育み、 

美しい環境が次世代に受け継がれている 

資源や知恵を生かした新たな挑戦により、 

未来を生み出すなりわいが芽吹いている 

人と人、地域と地域の交流によって 

まちの新しいにぎわいや価値が高まっている 

駅や地域の拠点に人が集い、語らい、 

つながり、交流の輪が大きく育っている 

大切に維持管理された都市の土台が、 

安全安心な暮らしを支えている 

市民、地域、事業者、行政が手と手を取り合い、 

新しいまちづくりを動かしている 

未来を見据えたまちの経営が進み、 

新たな価値を生み続けている 
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ＳＤＧｓは、令和 12 年 （2030 年）までに持続可能でより良い世界を目指すための国際的な

目標です。国連が掲げた「人類がこの地球で暮らし続けていくために、2030 年までに達成す

べき目標」として、令和 12 年 （2030 年）以降も、誰一人取り残さないＳＤＧｓの方向性は継

承されていくと考えられます。 

世界においては、分断と対立が深まる中、 「食料システム」、「エネルギー」、「デジタル接続」、

「教育」、「雇用・社会保障」、「気候変動と生物多様性」などの分野において、政策転換と投資

の集中が求められています。ＳＤＧｓの目標は、世界中の国だけでなく、日本においても、す

べての人が自分ごととして、それぞれが取り組んでいく必要があります。 

本計画においても、ＳＤＧｓの理念を踏まえながら、市民・事業者・行政の協働の取り組み

と関連付け、市民一人ひとりが笑顔で幸せを実感できる、持続可能なまちづくりを推進してい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３.ＳＤＧｓの推進 
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第４章 

基本計画 

一人ひとりに活躍の場があり、挑戦が共感を得て応援されること、だれかの活躍

に勇気づけられ「わたしも」一歩踏み出すこと。重なり合い、つながりの中から新

しい楽しさや幸せが生まれていくまちづくりに取り組んでいきます。 



 





  



 





  



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 


